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研究成果の概要（和文）：家禽類・家畜の伝染病などに対する禁輸措置、農薬等の残留量規制などの食品安全規制は世
界貿易や各国経済への影響は大きい一方、消費者の食の安全のため不可欠である。本研究は食品安全規制に対して便益
と費用の両面から定量分析し政策評価を行った。本研究では食品安全規制の食品貿易への影響の分析、消費者データに
よる支払意思額の分析や特定の輸入国に対して原産地分化型需要システム分析を行った。これらにより、食品安全基準
の厳格化は貿易の減少を引き起こすこと、また、消費者はより高い輸入食品の安全性に価値を見出すため、輸入食品に
対する安全基準の厳格化（緩和）により輸入需要が促進（抑制）されること、などが示された。

研究成果の概要（英文）：Food safety regulations such as import bans on livestock and limits on pesticide 
residues significantly affect international trade and country’s economy, but they are also inevitable. 
This research quantitatively analyzed the effect of food safety regulations from both benefits and costs, 
and provided policy implications. This research performed an analysis of the effect of food safety 
regulations on international trade, willingness of consumers to pay for better food safety standards, and 
the source-differentiated demand system. It is found from these studies that tightened food safety 
regulations lead to a reduction of trade, but that a tightening (relaxation) of the regulations could 
promote (discourage) demand for imported foods.

研究分野： 国際経済学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
FTA をはじめとする地域経済統合の進展に

より全世界的に関税が低減する傾向がある
一方で、相対的重要性が高まりつつある非関
税障壁については多国間での取り組みは乏
しい。本イシューでは観念的な議論が先行し
がちであり、データに基づく定量的な政策議
論がほとんどなされていない。とりわけ品
質・安全基準や品質表示義務などの技術的要
求事項はグローバル化の障害となりうるこ
とが、昨今の輸入野菜の残留農薬規制などの
貿易論争からも伺い知ることができ、応募者
の一連の研究 Otsuki et al. (2001)、Wilson 
and Otsuki (2004)などにおいても実証され
ている。一方、先行研究は規制の生産者への
影響に着目するものばかりで、個々の消費者
や市場の反応についての研究は見られない。 
 
２．研究の目的 
家禽類の鳥インフルエンザ、肉牛の BSE や

口蹄疫の発生国に対する輸入制限措置、残留
農薬や残留抗生剤の安全基準値などの食品
安全規制の貿易への影響は大きく、FTA の拡
大など世界的に関税縮小が進む中、今後食品
安全規制などの技術的貿易障壁は主要な貿
易障壁となる可能性が指摘されている。一方
で食品安全規制は消費者の食の安全確保に
枢要であるため、貿易自由化とのバランスを
考慮した政策デザインが必要である。本研究
では規制による主要な輸出国・輸入国の生産
者・消費者の損益を定量化する手法を考案し、
包括的な政策評価及び政策提言を行う。 

 
（１）学術的な特色 
個々の農産物における食品安全規制につい

てはOtsuki et al. (2001)を契機としていくつ
かの実証論文が発表されている。しかし、こ
れら先行研究で多用される従来のグラビテ
ィモデルは各国の異質性などを反映するこ
とができない。本研究では、最新のグラビテ
ィモデルを応用し推定の信頼性を高める。さ
らに、Source-Differentiated Almost Ideal 
Demand System (SDAIDS)を用いることに
より日本の輸入規制による生産国による消
費パターンの変化を明らかにする。さらにサ
ーベイを用い食品リスクに対する消費者の
反応を分析するには、表明選好法として知ら
れるコンジョイント分析を用いる。 
 
（２）予想される結果と意義 
データの収集、比較分析により食品安全規

制の現状を把握することができる。また、政
治的な対処が先行していた非関税障壁問題
に対して様々な政策シナリオを検証するこ
とにより、定量的及び包括的な情報提供がで
きる。このようなシナリオ評価に基づき国際
標準化の是非や技術的措置が過剰な貿易障
壁とならないよう配慮を行うことができる。
さらに、長期的には貿易や輸出国の経済発展、
消費者の輸入品に対する信頼の獲得につな

がるような産業政策を提案できると考える。 
 
３．研究の方法 
食品安全規制の各国経済の生産者・消費者

への影響について経済分析を行う。国レベル
分析は、規制インデックス分析及びグラビテ
ィモデル分析により構成され、消費者分析は、
需要分析及び消費者のレスポンス分析によ
り構成される。それぞれの分析単位は関連づ
けられ、国レベル分析と消費者分析の結果は
最後に統合され総合的な政策シナリオ分析
に結びつく。3 年間の研究期間のうち初めの
2 年間はデータの収集及びデータ分析と実態
の把握を重点的に行い、残りの 1年間で研究
の完成及び学会等での結果の公表を重点的
に行う。 
 
（１）国レベル分析<インデックス分析、グ
ラビティモデル分析> 
規制インデックス分析により食品安全規制

の現状及び比較を行い、グラビティモデル 
分析により食品安全基準の多国間貿易フロ
ーに及ぼす影響や関税等価率を推計する。 
 
（２）消費者分析<需要分析、レスポンス分
析> 
需要分析では食品市場におけるリスクに対

する需要の反応を SDAIDS を用いてシステム
で推定する。消費者のレスポンス分析では、
消費者に対してアンケート調査を実施し、安
全・性能・品質・環境基準などへ準拠した製
品に対する付加価値である支払意思額をコ
ンジョイント分析により推定する。 
 

（３）最後にそれぞれの分析単位の推定結果
を基に総合的なシナリオ分析を行う。 
 
４．研究成果 
家禽類の伝染病、家畜の BSE などに対する

禁輸措置、残留農薬・医薬品の含有量規制な
ど TBT (Technical Barriers to Trade) と呼
ばれる技術的貿易障壁の世界貿易や各国の
国内経済への影響は大きい一方で、食品安全
規制は消費者の食の安全のため不可欠であ
るため、生産者と消費者へのインパクト及び
社会的便益と費用の両面からシステマティ
ックに定量分析を行う経済学的アプローチ
が必要である。本研究では TBT の生産者・
消費者の損益を定量化する手法を発展させ、
実証分析および政策評価を行った。 
本研究では食品安全規制の食品貿易への影

響の分析、消費者データによる支払意思額の
分析や特定の輸入国に対して原産地分化型
需要システム分析を行った。 
 
(1) 国レベル分析<インデックス分析、グラ
ビティモデル分析> 
・食品安全規制のデータの充実化とインデッ
クス分析 
Homologa データベースをもとに世界各国



の主要な農薬の残留最大値（MRL）をインデ
ックス化し、国別、品目別、年別に集計した。
さらに、開発途上国・新興国・先進国の間で
の比較を行った。 
 また、農林水産省が公表している食品安全
規制データと過去の法律改正資料をもとに
指標を作成し、過去 20 年間の規制データベ
ースを作成した。 
 
・グラビティモデル分析 
まず、二国間貿易フローデータと食品安全

規制データを用いたグラビティモデル分析
では、BRICs と呼ばれる 4 大主要新興国と途
上国、および先進国のデータおよび HS4 桁
基準での農産品の品目をプールし、パネル分
析を行った。その結果、MRL 基準が厳しい
ほど、貿易が阻害される傾向が確認された。
この研究は、従来のグラビティモデル分析と
は異なり、ゼロ値を取る貿易データも分析に
取り入れる、新しいグラビティモデルを使用
した点、および輸入国・輸出国のペアの個別
効果を入れつつ、品目の個別効果も同時に入
れることにより、欠落変数の問題を回避して
いる点が、新規的である。 

 
（２）消費者分析<需要分析、レスポンス分
析> 
・需要分析 
食品安全規制の一国の需要構造への影響

については研究が乏しく、本研究では日本の
輸入鶏肉と国産鶏肉に対する日本の消費者
の需要を原産地分化型 AI 需要システム
（SDAIDS）モデルを連立方程式型で推計し、
農薬・動物医薬品基準の変化に対する需要の
代替または補完的反応を検証した。また、鳥
インフルエンザ発生時の禁輸措置による国
産・被発生国産鶏肉への代替を観察しようと
した。農薬・動物医薬品基準の規制強化によ
り中国産、米国産、国産の需要シェアが低下
し、タイ産、ブラジル産のシェアが増加する
ことが分かった。中国への輸入停止により、
ブラジル産、国産鶏肉のシェアが増加し、ア
メリカへの輸入停止によりタイ産、国産鶏肉
のシェアが増加することが分かった。 
 

・レスポンス分析 
消費者の異なる食品安全基準への反応に

ついては、BSE などに関してわずかに先行研
究が存在するが、研究は極めて少ない。本研
究では、日本の消費者に対して食品安全意識
アンケートを実施し、それによりコンジョイ
ント分析により消費者の支払意思額を推定
した。鶏肉については、鳥インフルエンザ罹
患国や放射能汚染地域の生産に対する負の
支払意思額、動物医薬品基準の準拠に対して
は正の支払意思額が観察された。さらに、日
本の消費者は国産鶏肉に対して非常に大き
な支払意思額を持つことも観察された。これ
により、食品安全基準を厳しく保つことは消
費者には歓迎され、その付加価値により企業

が安全性を高めるために負担する費用をあ
る程度相殺でき、場合によれば利益率を高め
ることができる可能性も示唆される。 

 
（３）企業分析 
上記の研究の他、消費者安全基準が企業生

産に及ぼす影響を分析した。本研究では、ベ
トナムおよびマレーシアの企業サーベイデ
ータを用い、先進国、とりわけ EU の輸入条
件である２つの消費者安全基準について、ベ
トナム・マレーシア企業が負担するコンプラ
イアンスコストを推計した。コンプライアン
スコストの存在については、貿易障壁の観点
からも頻繁に議論されるが、実証分析で示し
た研究は皆無に近い。また、消費者安全基準
に準拠した場合の企業へのメリットについ
ても分析を行った。例えば、先進国、とりわ
け EU 諸国への輸出が増加することや、輸出
先国が先進国内では拡大することが示され
た。 
 
（４）政策評価 
これらの研究により、食品安全基準の厳格

化は貿易の減少を引き起こすこと、また、消
費者はより高い輸入食品の安全性に価値を
見出すため、輸入食品に対する安全基準の厳
格化（緩和）により輸入需要が促進（抑制）
されること、などが示され、貿易自由化と消
費者安全のバランスが必要であり、また、そ
のバランスのあり方についても、定量的なア
プローチが必要であることが示唆された。 
先進国が求める厳しい消費者安全基準は途

上国企業の利益を圧迫し輸出のハードルを
上げるが、同時に、コンプライアンスにより
先進国市場への参入が容易になることは、重
要である。その、先進国の市場においても、
消費者がどのような消費レスポンスを示す
かについても明らかになったことで、どの程
度の安全基準が消費者の観点から妥当で、途
上国企業にとっても費用の面でどこまで対
応可能かということが評価可能になった。さ
らに、ケースの分析を重ねることで貿易自由
化と消費者安全の最適なバランスを追求で
きるようになったことは意義深い。 
 
（５）研究の公表 
平成 27 年度には分析が完了し、その成果を

反映した学会発表の論文が完成し、平成 27
年 9月にカリフォルニア大学バークリー校で
行われた研究会において発表を行った。本論
文の新規性は、食品安全規制の 2 国間貿易へ
の影響は輸出国生産者側に着目する研究が
圧倒的に多いが、本研究では輸入国消費者側
から見た影響の分析を行っていることであ
る。その際に用いられた計量経済分析手法も、
従来のグラビティモデル分析ではなく、ミク
ロ計量経済手法を駆使していることが特徴
的である。これにより、輸入国同士の傾向の
違いや消費者間の選好の違いも反映するこ
とができ、より現実的かつ柔軟な分析結果が



得られる。また、食品安全と規制の研究に関
するサーベイを行った論文が図書の章の 1つ
として掲載された。 
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